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『黄檗版大蔵経』の募縁刊記再考

松 永 知 海

本稿は 『黄桀版大L蔵経』にある刊記のなか,鉄 眼募縁にかかわ る刊記 につ い

て,資 料的価値 と,そ の数を確定す ることにある。

一 『黄藥版大蔵経』の刊記 とは

鉄眼は 『大蔵経』を刊行す るにあた り,資 金源 として大々的な募縁活動を展開

している。

その活動を知る重要な資料 となるのが刊記である。刊記 とは,鉄 眼が大蔵経を

刻するに当たって,ど この国の誰からい くら喜捨を受けたかを記 し,つ ぎに典籍

名巻次,願 文を載せ,さ らに何年何月黄桀山宝蔵院識 とい う順序で鉄眼の募縁活

動に関する情報が満載 されているもので あ る。最初の刊記は寛文十一年(一 六七

一)一 月で合せて六二件,最 終年の刊記は天和元年(一 六八一)で,一 七件である。

鉄眼は翌年3月 に入寂 しているから更に入L蔵予定典籍は有 った と考えられる。金

額は白金一千両を喜捨 した摂津:の妙宇尼1)か ら,二 十二人が合せて六銭三分五麓

を喜捨 した例2)な ど名前の記載 もない人たちの浄財を得ていることがわかる。地

域は北は出羽国から南は琉球国まで広い範囲に及んでいる。

二 刊記についての研究史

赤松晋明師はその重要性に気づき昭和三十一年(一 九五六)そ の刊記部 分 の丁

だけを版木から刷 り 『黄桀版大蔵経刊記集』 と題し,一 蛛八冊にして出版した。

その後,昭 和三十九年(一 九六四),京 都大蔵会五十周年記念出版の折にまとめら

れた 『大蔵経一成立と変遷一』では3),

先年赤松晋明師が全蔵蔵の板木から採集した 『鉄眼禅師版黄桀大蔵経刊記集』一秩は・

刻蔵募縁の実態を知る貴重な資料である。

と,指 摘している。また,大 正大学の石上善応氏は 「増上寺三大蔵経の位置 とそ

の価値」 と題する中村元 ・金山正好両氏の対談で司会をされているが,そ こで,

金山氏が三大蔵の目録作成に際 し刻工者 ・刊記 ・校記 ・昔釈など蔵経成立に関す

849



『黄檗版大蔵経』の募縁刊記再考(松 永) (235)

る詳 細 を採録 した,と い う発言を承け て,つ ぎの ように云 ってお られ る。

こうい うことは,一 般の人たちにはどうとい うことのない問題でしょうが,あ る意味

で非常に大切なことだと思いますね。文化史的な意味から,重 要なことだとい う気が

してならないんです。こういう目録が刊行されれば,す ぐにとい うことでな く,蔵 経

研究以外のいろいろな分野の人たちに,使 われていくだろうと思います。そ ういう意

味で,私 はこの目録に期待しているわけです。中村先生,こ れは別の発想ですが……。

例えば黄檗版ですね。あれには各巻の終わ りのところに,全 国を歩いて,ど この国の

誰からどれだけの喜捨を受けたということが書いてあるんですね。これを読む と,あ

の黄檗版を作る時の経済状態がわかるんです。当時は,金(き ん)の 一 カケラといっ

ても,都(み やこ)と 田舎 とではその価値が違いますから,計 算のしかたはむずかし

いと思います。 しかし,実 際に,ど この国の誰からい くら寄付を受けたかは分かるわ

けです。最初の般若経のあたりなどは,ほ とんど九州一円です。これが,今 度は都の

場合,富 永仲基 じゃないですが,そ れこそいろいろな関連がそこに出てくると思 うん

です。ですから,私 は,黄 檗版の研究だけでも,大 変な価値があると思っているんで

す4)。

この よ うにその研究 の重要性 は諸氏 に認め られ なが らも,研 究 は平成二年度 に

文政期 の刷本を もとにな され た上越教 育大学松 野純孝氏を代表 とす る報告だけで

あ る。 これ は文部省研究助成 『研究成果報 告 書黄 檗鉄眼版一切経 の 仏 教 史 的 研

究』 の一部 として まとめ られた ものであ る。

三 刊記 の数について

鉄眼の大蔵経には,底 本 とした 『万暦版』正蔵には入蔵されていないものや浄

厳の要請による典籍の出版があ り,改 版 ・改刻 も行なわれていたことが判ってい

る5)。その上で検討 してみ る と,元 禄期の刷本である獅谷法然院の 『黄檗版大蔵

経』 の刊記には,赤 松氏にない刊記がかな りあ る。 また延宝六年(一 六七八)御

水尾天皇に献上されたと伝えられ る正明寺所蔵の刊記は少ない数 となっている。

文政期の刷本である上越教育大学所蔵本を含めこれらの刊記数を比較すると,

延宝六年(滋 賀県日野正明寺蔵本)一 〇二三

元禄期(獅 谷法然院所蔵蔵本)一 三二〇

文政期(上 越教育大学所蔵本)一 二七八

昭和期(赤 松氏 『刊記集』)一 二五七

とな:る。 これ らの刊記を集めて重複を整理 してみると,刊 記は一四二三件 となっ

た。
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四 なぜ刊記 の数が違 うのか

最初に刷 られた正明寺所蔵本が―・番少 な く,法 然院所蔵本が一番多い。『大般

若経』六百巻を例にとれば,全 刊記四五一件の うち正明寺本は四〇〇件,法 然院

本は四五〇件である。正明寺本にない五一件の刊記年月は延宝六年九月から七年

六月までのものであるから,延 宝六年七月に後水尾天皇に献上 された正明寺本 『

黄檗版大蔵経』にはないのが当然であると考えられる。その一方,正 明寺本には

『光讃般若波羅蜜経』をはじめ寛文年間の刊記を持つ ものが二七二件,延 宝五年

まで下ると三一三件のあるべ きはず刊記がない。また,逆 に正明寺本には献上 さ

れてから後の本来ない はずの延宝八年六月の刊記を持つ 『秘密相経』『大悲空智

金剛大教王儀軌経 『『幻化網大喩伽教十愈怒明王大明観想儀軌経』の刊記 を は じ

め延宝七年にも十件の刊記がある。 このことは刊記に記載されている年月が刻ま

れた年月と必ず しも一致 しないことを意味している。

法然院本 と上越大本 との数の差は蔵外経典の有無 に よる。『演義紗』の版木は

正明寺本,法 然院本 ともにすでに出版されていた和刻本をつかい,鉄 眼の刊記の

みを巻末に付け加えていたが,後 述するように享保の頃までには 『万暦版』を底

本に新たに版木が刻まれ,そ れに伴い初版の刊記は使われなかったからである。

上越本と赤松氏 『刊記集』の差,二 一件については見落 しとであろ う。と推定

される。蔵外の典籍について版木調査 したものには鉄眼の刊記があったことを指

摘 しておく。

以上,理 由をまとめてみると次のようになる。

[1]は じめは和刻本を底本 として使い,そ こに鉄眼の刊記を付 けて いた の

を,後 刷 りの刷本では 『万暦版』の和刻本にかえられ,そ れにともない,鉄 眼の

刊記 も削除 されているものがある。例 として,『大方広仏華厳経疏演義紗』のよ

うに鉄眼当時には元が漸江省昭慶律寺蔵板で,そ れが和刻出版され,さ らにその

版木に鉄眼の刊記を付けていたのを,後 刷 りの刷本では 『万暦版』を覆刻 した和

刻本にかえられ,鉄 眼の刊記も削除されている。

[皿]鉄 眼は.『万暦版』正蔵には蔵外の典籍にも刊記を付けていることが挙げ

られる。例 としては,『樗防ロ経阿践多羅宝経参訂疏』・『大方広仏新華厳経合論』・

『妙法蓮華経論貫』『妙法蓮華経台宗会議』などの刊記である。

[皿]刊 記だけを後から補刻した例 として,『 浬藥経疏』などがあげられる。

[W]『 刊記集』の見落 としと思われ る。
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五 改刻の時期

では,そ の改刻の時期はいつなのかとい うことが問題になる。私は 『大方広仏

華厳経疏演義紗』も 『浬藥経疏』 も,鉄 眼 とともに大蔵経出版に尽力した宝洲の

頃 と考えている。つま り鉄眼が亡 くなってほど経たない頃である。。

滋賀県五箇荘黄檗宗小松寺に伝わ る 『黄檗版大L蔵経』には各冊の末丁に識語が

あって,墨 書のものは貞享四年,多 数を占める印刷のものには次のようにある。

印房,大 蔵蔵経を製造し,摂(津)の 瑞龍 ・金禅,(和)泉 の宝泉,(近)江 の小松 ・延

命,武(蔵)の 海蔵 ・羅漢,肥(後)の 三宝に寄せ鎮め以て千秋の法宝となす。八寺

は乃先師鉄眼光和尚の手關に係れはなり。凡そ其の寺に在て経庫を蒸潤する者は涼曝

し,残断する者は粘綴し,煙 塵の為に染められず,盤 鼠の為に損せられず,縦 ひ一巻

半秩なりとも簿を照して出納し,常 に鎖鎗を厳にして散失を致すこと無んは,庶 くは

先師募刻の心老僧成號の力を虚しくせず其の主為る者も更に須く意を留むべし。

享保三年戊戌年九月吉旦

前住瑞龍第二代七十五歳翁興福聡宝洲手書して,近 江州建部郡平坂県箕山小松禅寺の

主僧聾蔵蔵鋪を司る者に次げ知らしむ(原 漢文)

小松寺は鉄眼の開山で蔵経出版の後継者でもある二代宝洲が 自ら享保三年九月に

納めたことを記 している。

ところで,黄 檗宗宝蔵院には 『黄檗版大蔵経』の納入台帳である 『全蔵漸請千

字文朱点簿』があって,第 一珊には小松寺がつぎのように記載 されている。

江州小松寺へ渡す御経 子五月二九日

此印 百巻 子五月二九日渡了

丑三月十一日渡 此印二百巻

寅の七月二一日 此印二百巻

享保三年戊年一二月一四日 千三百九拾巻 五拾九秩 とんす秩

庚子九月十八日渡 目録壱秩

辛丑十月二三日 千三百八十巻 五十二

享保九甲辰十二月二日千四百巻 四拾八秩

享保十三戊申七月八日千四百巻 五拾九秩

享保二十乙卯十月十日八百五十巻 三拾六秩

江州小松寺全蔵済了 乙卯十月十日

この資料より,正 確には九回にわけて分納され,享 保二十年十月十 日(一 七三五)

に納入が完了したことがわかる。
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この小松寺蔵本を調べてみると,改 刻の典籍について文政期 ころの刷 り本 と同

じ版であることがわかった。 このことから,改 刻の時期は享保以前であ り,延 宝

六年(一 六七八)の 正明寺におさめられた初刷 り本から僅か五十年ほど しか経 過

していないことが判る。鉄眼 とともに黄檗版大蔵経の刊行に尽力した宝洲が元禄

十三年(一 七〇〇)に 残 した 『宝蔵院規約』のはじ1めには6)。

受業先師眼老和尚願輪に乗し来て募つて蔵版を刻む。天下後世,普 く其の賜を承く。

化をおさむる後は余,其 の事を司とり其の志を継いで其の未だ満さたざる所を満て其

の未だ了らざる所を了ふ。精を研き思ひを草して流伝すること年久し。

と述べ,鉄 眼の遺志を継いで蔵経の一応の完了したことを表明している。そして

第二条では次のように記 している。

本院,印 房を京上に立てて蔵経の事を弁ず。其の執事の如き当に己れを守って廉謹な

る者二人を択んで之れを司とらしめよ。諸蔵銀毎年七月臓月二時に結算せよ。もし余

財有らば当に続蔵を開刻し,欠版を修補し,院 宇を整葺するの費にすべし。私しに分

毫をも得ざれ。

注目すべきは,余 財がでたならば,堂 舎の整備よりも欠版の修補 よりも,ま ずさ

きに続蔵の開刻を挙げている点である。

そこでもう一度いつ改刻が行なわれたのか,と い う問題点を考えると,元 禄十

三年より享保元年(一 七一六)ま では僅か一六年であるから 『宝蔵院規約』にい う

「余,其 の事を司 とり其の志を継いで其の未だ満たさざ る所を満て其の未だ了ら

ざる所を了ふ。」 とい うものは 『大方広仏華厳経疏演義紗』や 『浬藥経疏』の改

刻 と理解できよう。

よって,鉄 眼募刻の刊記には年月の記載や改版の問題が有るにしても,一 四二

三件の刊記には鉄眼 とその遺志を汲んだ弟子宝洲による募縁活動によるものと確

認できた。

六 刊行年による整理

最後にそれ らの情報を刊行年月に限って記載のとお り整理すると,刊 行年を記

していないものは一七件である。月別に一四〇六件の刊記を表にす るとつぎのよ

うになる。(表1)こ の中には,春 夏秋冬の季節だけで,具 体的に月を表 していな

いものがあるが,そ れ らは二,五,八,十 一月に置 き換えた。 これから指摘でき

ることは,最 初の刊記は寛文十一年(一 六七一)一 月六二 件 の うち,万 暦版正蔵

には蔵外の 『大方広仏新華厳経合論』が六〇件を占めている。そしてその翌々月
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(表1)

の三月までには全一二〇巻が出版されている。また,同 一じく蔵外の 『拐伽経阿践

多羅宝経参訂疏』も同年八月に出版されている。また,最 終年の刊記は天和元年

で,一 七件二部の出版であるが,こ れも 『妙法蓮華経論貫』 と 『妙法蓮華経台宗

会義』で,十 一月に刊行 されている。鉄眼は翌年三 月に入寂 しているから他にも

入蔵予定典籍は有 ったと考えられる。少な くとも刊記の上から 『鉄眼版大蔵経』

を論ずると 『万暦版』正蔵の出版の前後に,蔵 外典籍 の刊行が行われていること

に注 目したいo

以上,鉄 眼募縁にかかわる刊記の数を一四二三件 と確定し,資料的価値を論 じた。

1)『 大宝積経』 目録刊記ほか

2)『 大般若経』四百三巻刊記

3)一 〇一頁

4)『 増上寺資料編纂所所報』四号昭和五五年十月

5)拙 稿 「『獅谷法然院所蔵蔵麗蔵対校黄漿版大蔵蔵経並新続入蔵経目録』解題」(平 成元年

刊 同目録,仏 教大学仏教文化研究所)及 び 「『黄漿版大蔵経』の再評価」(平 成三年

刊,『 仏教史学研究』三四巻二号)参 照。

6)宝 蔵 院所蔵

※ 刊記については 『影印黄漿版大蔵経刊記集』(平成六年三月思文閣出版刊行予定)を 参

照していただきたい。

〈キーワー ド〉 黄桀版,銀 眼,大 蔵経(佛 教大学専任講師)
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